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みんなでカラオケ体操♪

ボールを使ってリ
クリエーション

★坂井地区の各介護保険事業所において、医療・介護・福祉
などの多職種が連携し、高齢者の意思を尊重しながら、自立
支援に取り組んでいます。また、信頼と安心を届けるため
ホームページの充実も図っています。（詳細はP4～P5）

ピンポン玉を使ってホッケー

東尋坊ひまわりの丘

認知症対応型通所介護ありんこ
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平
成
27
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
お
よ
び
介
護
保
険
特

別
会
計
な
ら
び
に
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
１　

金
額
は
原
則
千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　

※
２　

比
率
は
小
数
点
第
２
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

◆ 

一
　
般
　
会
　
計 

◆

　

平
成
27
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
億
２
，
１
７
８
万
５
千

円
（
対
前
年
比
４
・
０
％
減
）、
歳
出
総
額
２
億
１
，
８
２
７
万
１
千

円
（
対
前
年
比
４
・
２
％
減
）
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し

引
い
た
形
式
収
支
は
３
５
１
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入　

総
額
２
億
２
，
１
７
８
万
５
千
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
構
成
市
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）
か
ら
の

負
担
金
１
億
８
，
５
１
３
万
８
千
円
、
次
に
葬
斎
場
や
霊
柩
車
、
廃

棄
物
処
理
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
１
，
９
７
６
万
円
で
す
。

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
95
・
４
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出　

総
額
２
億
１
，
８
２
７
万
１
千
円

　

歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
４
，
２
８
５…

万
７
千
円
で
、
広
域
連
合
議
会
議
員
な
ど
の
報
酬
お
よ
び
広
域
連
合

職
員
の
給
与
で
す
。

　

物
件
費
は
１
億
６
，
３
２
２
万
８
千
円
で
主
な
も
の
は
、
団
体
内

統
合
宛
名
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料
１
，
０
２
０
万
円
、
代
官
山

斎
苑
指
定
管
理
者
委
託
料
３
，
７
４
０
万
円
、
し
尿
処
理
維
持
管
理
・

運
営
委
託
料
９
，
０
０
０
万
４
千
円
、
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
料

４
２
３
万
７
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

維
持
補
修
費
は
６
６
７
万
３
千
円
で
主
な
も
の
は
、
下
水
道
接
続

工
事
１
１
５
万
２
千
円
、
代
官
山
斎
苑
の
火
炉
台
車
耐
火
物
取
替
等

工
事
４
０
５
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、補
助
費
等
は
３
８
７
万
８
千
円
で
主
な
も
の
は
、構
成
市
（
あ

わ
ら
市
・
坂
井
市
）
負
担
金
精
算
返
還
金
３
１
７
万
円
な
ど
で
す
。

　

積
立
金
は
、
１
６
３
万
５
千
円
で
、
霊
柩
車
購
入
基
金
積
立
金
な

ど
で
す
。

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計 

◆

　

平
成
27
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１
０
７
億
５
，
７
７
６
万…

９
千
円
（
対
前
年
比
２
・
７
％
増
）、
歳
出
総
額
１
０
６
億
１
，
８
４
７…

万
９
千
円
（
対
前
年
比
３
・
０
％
増
）
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
１
億
３
，
９
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入　

総
額
１
０
７
億
５
，
７
７
６
万
９
千
円

　

歳
入
を
性
質
別
に
み
る
と
、
自
主
財
源
は
40
億
６
，
６
８
５
万…

５
千
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
37
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

主
な
も
の
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護

保
険
料
23
億
３
，
５
３
４
万
７
千
円
、
保
険
給
付
費
や
要
介
護
認
定

事
務
な
ど
の
構
成
市
負
担
金
15
億
２
，
５
２
０
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
６
６
億
９
，
０
９
１
万
４
千
円
で
歳
入
総
額

に
占
め
る
割
合
は
62
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
等
に
か
か
る
国
庫
支
出
金
23
億
７
，

５
５
３
万
９
千
円
、
県
支
出
金
14
億
９
，
１
２
０
万
９
千
円
、
支
払

基
金
交
付
金
（
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
）
の

介
護
保
険
料
）
28
億
２
，
４
１
６
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
報
告

歳入総額
２億

2,178万5千円

歳出総額
２億

1,827万1千円

歳入総額
２億

2,178万5千円

歳出総額
２億

1,827万1千円

歳入総額
107億

5,776万9千円

歳出総額
106億

1,847万9千円

分担金及び負担金
1億 8,513万 8千円
（83.5％）

繰越金
321万 5千円（1.4％）

財産収入
287万円（1.3％）

国庫支出金
1,020万円（4.6％）

使用料及び手数料
1,976万円（8.9％）

諸収入
60万 2千円（0.3％）

人件費
4,285万 7千円
（19.6％）

物件費
1億 6,322万 8千円（74.8％）

積立金
163万 5千円（0.7％）

補助費等
387万 8千円（1.8％）

維持補修費
667万 3千円
（3.1％）

自
主
財
源　

37.9
％

自主財源　95.4％

依
存
財
源　

62.1
％

依存財源
4.6％

保険料
23億 3,534万 7千円
（21.7％）

分担金及び負担金
15億 2,520万 8千円
（14.2％）

使用料及び手数料　31万 2千円（0.0％）
財産収入　11万 9千円（0.0％）

国庫支出金
23億 7,553万 9千円
（22.1％）

諸収入　1,806万 8千円（0.2％）
繰越金　1億 6,912万 7千円（1.6％）
　　  繰入金　1,867万 4千円（0.2%）

県支出金
14億 9,120万 9千円
（13.8％）

支払基金交付金
28億 2,416万 6千円
（26.2％）
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歳
出　

総
額
１
０
６
億
１
，
８
４
７
万
９
千
円

　

歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
１
億…

２
７
５
万
円
で
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
報
酬
お
よ
び
広
域
連
合
職

員
の
給
与
な
ど
で
す
。

　

物
件
費
は
４
億
１
，
７
３
３
万
５
千
円
で
構
成
市
へ
の
地
域
支
援

事
業
費
３
億
２
０
７
万
円
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
記
入
手
数
料
２
，

４
７
３
万
８
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
助
費
は
居
宅
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
給
付
費

と
し
て
98
億
９
，
８
６
３
万
６
千
円
で
決
算
総
額
の
93
・
2
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
１
億
１
，
２
５
０
万
６
千
円
は
前
年
度
保
険
給
付
費
精

算
に
よ
る
国
、
県
等
へ
の
精
算
返
還
金
な
ど
で
す
。

　

積
立
金
は
、
８
，
７
２
５
万
２
千
円
で
、
介
護
保
険
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
金
６
，
８
１
８
万
４
千
円
お
よ
び
介
護
福
祉
推
進
基
金

へ
の
積
立
金
１
，
９
０
６
万
８
千
円
で
す
。

◆ 

代
官
山
墓
地
特
別
会
計 

◆

　

平
成
27
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
４
９
３
万
８
千
円
（
対
前
年
比
34
・
１
％
減
）
、
歳
出
総

額
４
７
４
万
円
（
対
前
年
比
9
・
8
％
減
）
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収

支
は
19
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入　

総
額
４
９
３
万
８
千
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
墓
地
使
用
料

お
よ
び
維
持
費
２
６
７
万
５
千
円
、
前

年
度
繰
越
金
２
２
４
万
１
千
円
で
す
。

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割

合
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出　

総
額
４
７
４
万
円

　

歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、

物
件
費
が
２
４
９
万
４
千
円
で
決
算
総
額

の
52
・
6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
の
主
な
も
の
で
は
、
指
定
管
理

者
委
託
料
２
０
５
万
７
千
円
、
代
官
山
墓

地
公
園
ト
イ
レ
修
繕
料
43
万
２
千
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
積
立
金
は
２
２
４
万
６
千
円
で
、

決
算
総
額
の
47
・
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平成27年度　保険給付費の財源内訳　保険給付費99億1,045万８千円

介護保険は、介護が必要な方を社会全体で支え合い、介護サービスに要する費用の半分（50％）を公費（国・県・市町
村）で負担し、残りの28％を40歳から64歳までの方が、22％を65歳以上の方が保険料として負担する仕組みです。

公費　50％ 保険料　50％

国庫負担金
17億

9,831万3千円

県負担金
14億

1,958万7千円

構成市負担金
12億

3,765万4千円

支払基金交付金
27億7,234万4千円

（第2号被保険者保険料）

第１号被保険者保険料
22億2,964万6千円

国庫負担金（調整交付金）4億3,379万5千円

介護給付費に係る返納金等922万9千円

低所得者保険料軽減負担金989万円

歳入総額
107億

5,776万9千円

歳出総額
106億

1,847万9千円

歳入総額
493万8千円

歳出総額
474万円

歳入総額
493万8千円

歳出総額
474万円

扶助費
98億 9,863万 6千円（93.2％）

人件費
1億 275万円（1.0％）

物件費
4億 1,733万 5千円（3.9％）

積立金
8,725万 2千円（0.8％）

補助費等
1億 1,250万 6千円
（1.1％）

自主財源　100％

使用料及び手数料
267万 5千円
（54.2％）

繰越金　　　　　　
224万 1千円
（45.4％）

財産収入　　　　　　
2万 2千円（0.4％）

物件費　　　　　　
249万 4千円
（52.6％）

積立金　　　　　　
224万 6千円
（47.4％）



自
立
支
援
に
向
け
た

介
護
保
険
事
業
所
の

取
り
組
み
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y「
願
い
が
叶
っ
た
！

　
　
　
隠
さ
れ
た
思
い
を
見
つ
け
て
」

東
尋
坊　

ひ
ま
わ
り
の
丘　

　
　

作
業
療
法
士

飛 

田
　
結 

香 
さ
ん

　

ご
本
人
が
本
当
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
生
活
行

為
に
焦
点
を
当
て
、
達
成
し
た
い
目
標
を
一
緒
に
叶
え

る
た
め
、
作
業
療
法
士
と
し
て
関
わ
り
ま
し
た
。

　
「
家
に
帰
っ
て
、
一
人
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
…
」

の
裏
に
隠
さ
れ
た
具
体
的
な
思
い
を
聞
き
取
り
、
ご
本

人
、
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
し
、
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

ご
本
人
と
家
族
が
合
意
し
た
目
標
は
「
家
族
の
送
迎

で
喫
茶
店
に
行
く
！
」
両
方
の
気
持
ち
を
尊
重
し
た
目

標
を
叶
え
よ
う
と
、
喫
茶
店
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
課
題
を
抽
出
し
設
定
し
ま
し
た
。

　

身
体
機
能
面
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
四
股
・
体
幹
筋

力
増
強
訓
練
や
握
力
訓
練
、
屋
内
外
歩
行
訓
練
な
ど
の

リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
訓
練
を
開
始
。
ま
た
、

同
時
に
喫
茶
店
に
行
く
た
め
の
訓
練
と
し
て
、
車
へ
の

昇
降
訓
練
や
ド
ア
の
開
閉
訓
練
、
作
業
療
法
士
と
の
歩

行
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

身
体
機
能
面
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

本
人
の
望
む
生
活
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
生
活
行
為
そ

の
も
の
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て

包
括
的
に
支
援
し
ま
し
た
。

　

積
極
的
な
自
主
訓
練
も
行
っ
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

握
力
が
向
上
し
、
立
位
バ
ラ
ン
ス
や
歩
行
も
安
定
し
ま

し
た
。
杖
を
使
っ
て
の
歩
行
が
ス
ム
ー
ス
に
な
り
、
ド

ア
の
開
閉
が
安
定
し
て
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

念
願
が
叶
っ
て
、
喫
茶
店
へ
も
家
族
の
送
迎
で
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増

え
、「
楽
し
み
」「
生
き
が
い
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
願
い
が
叶
っ
て
『
先
生
の
お
か
げ
や
』
と
満
足
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」
と
繰
り
返
し
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
施
設
で
会
う
と
必
ず
、「
昨
日
も
喫

茶
店
に
行
っ
た

よ
」「
今
度
は
杖

な
し
で
歩
け
る
よ

う
に
な
る
よ
」
と

明
る
く
話
し
か
け

て
く
れ
る
そ
う
で

す
。「
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
も
日
々
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

y

認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る

　
　  

活
動
参
加
に
焦
点
を
あ
て
た
試
み

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

あ
り
ん
こ　

　
　

介
護
福
祉
士

木 

村 

晴
太
郎 

さ
ん

　

身
体
機
能
や
日
常
生
活
動
作
の
介
助
量
が
増
え
た
認

知
症
状
が
あ
る
人
の
「
日
常
生
活
動
作
の
改
善
」
と
「
認

知
症
状
の
緩
和
」
を
目
標
に
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
関

わ
り
ま
し
た
。

　

３
ヵ
月
の
長
期
目
標
と
１
カ
月
の
短
期
目
標
を
設
定
。

長
期
目
標
と
し
て
、
一
つ
目
は
、
家
事
活
動
を
通
じ
て

他
の
利
用
者
さ
ん
と
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

２
つ
目
は
、セ
ル
フ
ケ
ア
の
自
立
。
短
期
目
標
と
し
て「
家

事
を
中
心
と
し
た
活
動
で
役
割
を
得
る
こ
と
」「
会
話
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
量
を
増
や
す
こ
と
」「
日
常

　
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
に
携
わ
る
人
が
専
門
的

な
知
識
を
生
か
し
協
力
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設

内
の
情
報
や
行
事
を
地
域
に
発
信
す
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
利
用
者
さ
ん
や
家

族
の
人
に
信
頼
と
安
心
を
届
け
て
い
ま
す
。

▲歩行訓練

▲七夕☆願いごと
  「一日も早く家に帰る様」
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生
活
動
作
の
介
助
量
の
軽

減
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
家
事
活
動
を
通

じ
て
他
の
利
用
者
さ
ん
と

交
流
が
で
き
る
よ
う
、
な

じ
み
深
い
洗
濯
物
た
た

み
、
食
器
拭
き
な
ど
の
活

動
を
提
案
。ま
た
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
量
を
増
や

す
た
め
、
私
た
ち
職
員
が
介
入
し
、
１
対
１
の
会
話
か

ら
少
人
数
で
会
話
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。
次
第

に
親
し
い
利
用
者
さ
ん
が
で
き
、
会
話
量
も
増
え
、
一

緒
に
家
事
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
筋
力
を
強
化
さ
せ
る
た
め
、
個
別
の
機
能
訓

練
や
集
団
体
操
へ
の
参
加
を
促
進
。
適
度
な
運
動
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
面
で
の
持
久
力
が
向
上
し
ま
し

た
。
食
べ
こ
ぼ
し
も
な
く
な
り
、
杖
歩
行
が
付
き
添
い

な
く
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

精
神
面
が
安
定
し
、
身
体
機
能
が
改
善
し
た
結
果
、

日
常
生
活
動
作
の
介
助
量
が
軽
減
。
自
主
的
な
活
動
や

他
の
利
用
者
さ
ん
と
の
交
流
も
増
え
、
認
知
症
状
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
計
算
問

題
を
解
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

「
作
業
活
動
を
通
し
て

本
人
の
症
状
が
日
々
改
善

し
明
る
く
な
っ
た
こ
と
で
、

職
員
全
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し

た
」「
本
人
の
症
状
が
改

善
し
て
い
く
と
、
本
人
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
や
地
域
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
も

希
望
が
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
生
き
が
い
が
持
て

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

y「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
と

　
　
　
　
　
　  

ア
ク
セ
ス
数
の
変
遷
」

社
会
福
祉
法
人

　
　

長
寿
幸
元
会
長
寿
園　

橋 

本
　
平 

元 

さ
ん

　

長
寿
園
は
平
成
25
年
に
八
ヶ
郷
へ
新
設
移
転
し
ま
し

た
。
施
設
内
の
情
報
や
行
事
を
地
域
に
発
信
す
る
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。「
ア
ク
セ
ス
数
の
増
加
」
と

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
」
を
目
標
に
、
１
年
間

か
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

統
計
結
果
を
基
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
表
示
順
を
随

時
入
れ
替
え
、
ア
ク
セ
ス
推
移
や
各
ペ
ー
ジ
を
開
い
た

回
数
を
観
察
し
、
考
察
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
更
に
ア
ク
セ
ス
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
グ
ー

グ
ル
プ
ラ
ス
や
介
護
施
設
紹

介
の
サ
イ
ト
な
ど
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
以
外
の
箇
所
に
も
情

報
を
発
信
。
検
索
が
容
易
に
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
他

ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ン
ク
に
よ

る
ア
ク
セ
ス
増
加
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
夏
祭
り
や
研
修
の

様
子
を
動
画
配
信
。
よ
り
興
味
を
引
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

結
果
、
他
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や
、
平
均
セ
ッ

シ
ョ
ン
時
間
（
滞
在
時
間
）
が
大
幅
に
増
加
。
じ
っ
く

り
内
容
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、
リ
ピ
ー
タ
の
増
加

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
日
々
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
行
事
な
ど
の
様
子
を
伝
え
る
た

め
、
ブ
ロ
グ
を
開
設
。
ア
ク
セ
ス
数
が
上
昇
し
、
ブ
ロ

グ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
大
半
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
も
ブ
ロ
グ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
ダ
ン
ト
ツ
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
最
新
の
情
報
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
、
各
施
設
の
職
員
間
で
共
有
。
積

極
的
な
更
新
が
ア
ク
セ
ス
増
加
の
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
族
の
様
子
が
伝
わ

り
会
話
が
増
え
た
」
と
喜

び
の
声
を
聞
い
た
こ
と

や
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
ブ

ロ
グ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け

取
っ
た
こ
と
が
励
み
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
後
も
積
極
的
に
ブ

ロ
グ
を
更
新
し
、利
用
者
さ
ん
や
家
族
に
『
信
頼
と
安
心
』

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

※�　

「
介
護
保
険
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
い
総
会
」
を

６
月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

�　

総
会
後
に
発
表
の
あ
っ
た
３
つ
の
事
業
所
で
実
施
し
て

い
る
先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

▲家事活動

▲りらく・りんどう秋祭り
 （ホームページより）

▲認知症対応型通所介護 ありんこ

▲Google+に情報掲載
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代
官
山
斎
苑
を
小
さ
な
お
葬
式（
家
族
葬
な
ど
）や
直
葬
の
会
場
と
し
て
、

利
用
で
き
ま
す
。
申
込
み
は
葬
儀
社
を
通
し
て
行
っ
て
下
さ
い
。

小
さ
な
お
葬
式
（
家
族
葬
な
ど
）

・
通
夜
式
お
よ
び
告
別
式
を
行
い
ま
す
。

・
式
場
と
し
て
待
合
室
（
洋
室
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
宿
泊
は
待
合
室
（
和
室
）
を
利
用
し
て
可
能
で
す
。

・
火
葬
は
当
施
設
に
て
執
り
行
い
ま
す
。

・
夜
間
警
備
員
を
配
置
い
た
し
ま
す
。

直　

葬　

・
通
夜
式
お
よ
び
告
別
式
を
行
い
ま
せ
ん
。

・�

火
葬
時
間
ま
で
、
ご
遺
体
の
安
置
場
と
し
て
待
合
室
（
洋
室
）
を
利
用
で
き

ま
す
。

・
宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
火
葬
は
当
施
設
に
て
執
り
行
い
ま
す
。

法　

要　

・�

法
要
の
会
場
と
し
て
待
合
室
（
洋
室
・
和
室
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金　

・�

上
記
金
額
に
は
、
僧
侶
・
食
事
・
寝
具
等
の
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
上
記
金
額
は
最
低
金
額
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

・�

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
代
官
山
斎
苑
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

☎
代
官
山
斎
苑　

８
１
ー
９
７
７
７　

■
使
用
許
可
の
要
件

　

１　

�

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず
れ

か
に
お
住
ま
い
の
方

　

２　

�

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず
れ

か
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
の
あ
る
方

■
使
用
料
と
維
持
費

※�

使
用
許
可
の
要
件
２
に
該
当

す
る
方
は
、
こ
の
使
用
料
、

維
持
費
が
上
記
の
２
割
増
と

な
り
ま
す
。

※�

使
用
料
は
、
永
代
使
用
料
で

す
。

※�

維
持
費
に
つ
い
て
は
、
永
代

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
例
な

ど
の
変
更
に
よ
り
お
さ
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
使
用
者
お
よ
び
住
所
な
ど
の
変
更

　

墓
地
の
使
用
者
名
や
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ

る
と
き
、
墓
地
の
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と

き
は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

　

総
務
課　

衛
生
係

　
　

☎
９
１
‐
３
３
０
８
（
直
通
）

◉�

す
く
す
く
さ
か
い

　（
汚
泥
発
酵
肥
料
）
を

　
販
売
し
て
い
ま
す
。

・
販
売
価
格　

１
袋
税
込
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　

内
容
量
15
㎏

　
　
　
　
　
　
　

（
１
人
５
袋
ま
で
）

・
配
布
日
時　

毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

　
　

※�

４
月
１
日
よ
り
配
布
時
間
が
９
時
～

12
時
に
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
申
込
方
法　

�

電
話
で
の
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

・
問
い
合
せ
先　

さ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
７
２
‐
２
２
０
０

代
官
山
墓
地
使
用
者
を

�

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

（平成28年 10月 31日現在）

区画区分 使 用 料 維 持 費 残区画数

4.0㎡（2ｍ×2ｍ） 172,000円 31,000円 51区画

6.0㎡（2ｍ×3ｍ） 228,000円 37,000円 63区画

肥料の成分状況
（平成28年8月15日分析）

成　分 基準値 測定値

窒 素 ３.３％ ４.６％

リ ン ４.７％ ３.７％

カ リ ウ ム ０.５％未満 ０.２２％

窒素炭素比 ５ ５

※�窒素、リン、炭素窒素比の基準は�
あくまでも目安です。

小
さ
な
お
葬
式
が
で
き
ま
す

▶︎
イ
メ
ー
ジ
（
洋
室
）

項　　目 金　額（税別）

直葬の場合 94,000円〜

通夜・葬儀を行う場合 192,000円〜

代
官
山
斎
苑
か
ら
お
知
ら
せ

※
代
官
山
斎
苑
の
休
日
が
代
わ
り
ま
す

　
　

�

平
成
29
年
よ
り
、
従
来
１
月
１
日
～
３
日
ま
で
の

休
日
が
１
月
１
日
の
み
と
な
り
ま
す
。
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第
55
回
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
11
月
22
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
6
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承

認
お
よ
び
認
定
並
び
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
、
２
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

上
程
議
案 

◆

　

◉�

平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

◉
平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

◉
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

◉
平
成
27
年
度
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

◉
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

◉�

代
官
山
斎
苑
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
一
般
質
問 

◆

■ 

永
井
　
純
一 

議
員 

■

　
　  

新
た
な
総
合
事
業
に
つ
い
て

　

構
成
市
に
委
託
し
行
っ
て
い
た
介
護

予
防
に
加
え
、
要
支
援
１
・
２
を
構
成

市
で
担
っ
て
い
く
が
、
ど
の
よ
う
に
関

わ
り
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　  

広
域
連
合
長

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
域
支
援
事
業
の
介
護
予
防
事
業
は
、

新
し
い
総
合
事
業
へ
と
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
事
業
の
対
象
者
で
あ
っ
た
元
気
高
齢
者
や
要
介
護
状

態
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
に
加
え
、
今
後
は
要
支
援
１
・
２
で
訪
問
介
護

や
通
所
介
護
を
利
用
す
る
人
に
つ
い
て
も
、新
し
い
総
合
事
業
が
受
け
皿
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

平
28
年
9
月
末
現
在
で
の
坂
井
地
区
の
要
支
援
認
定
者
は
、約
１
，２
０
０
人
、

そ
の
う
ち
、
新
し
い
総
合
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
半
数
の
約
６
６
０
人
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

坂
井
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
し
い
総
合
事
業
に
移
行
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
両
構
成
市
と
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
の
協
議
の
中
で
、
新
し
い
総
合
事
業
の
中
の
「
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
」
と

「
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
坂

井
地
区
で
同
一
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
的
に
、
当
広
域

連
合
が
担
う
こ
と
と
し
て
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
住
民
主
体
、
短
期
集
中
予
防
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
地
域
性
を
考
慮
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
構
成
市
に
お
い
て
進
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

坂
井
地
区
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一

環
と
な
る
事
業
体
制
の
整
備
で
す
の
で
、
今
後
も
両
構

成
市
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
円
滑
な
移
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　  

低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
課
題
で
あ
る
公
的
支
援
を
受
け
に
く
い

低
所
得
者
の
人
へ
の
支
援
体
制
つ
い
て
。

　
　  

広
域
連
合
長

　

坂
井
地
区
で
は
、
他
に
先
駆
け
て
、
在
宅
医
療
介
護
連
携
の
体
制
を
整
え
て

き
ま
し
た
。「
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
」
と
い
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
こ
そ
が
低
所
得
の
方
々
に
対
す
る
支
援
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
る
人
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
負
担
軽

減
事
業
を
実
施
し
、
経
済
的
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
に
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額
軽
減
事
業
が
あ
り
ま
す
。
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
る
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
、

さ
ら
に
50
％
減
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
独
自
の
軽
減
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
高
額
医
療
・
介
護
の
合
算
制
度
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療

等
と
の
合
算
金
額
を
所
得
に
応
じ
て
限
度
額
を
設
け
、
超
え
た
分
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。
一
般
的
な
高
齢
者
と
比
較
し
て
約
１
／
３
の
、
年
額
19
万
円
が
限

度
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
つ
目
と
し
て
、
介
護
保
険
の
一
ヶ
月
の
利
用
者
負
担
が
上
限
額
を

超
え
た
と
き
、
超
え
た
分
を
利
用
者
に
支
給
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
限
度
額
も
、

一
般
世
帯
の
限
度
額
の
約
60
％
、
1
万
5
千
円
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
低
所
得
者
で
あ
る
第
1
段
階
の
人
の
保
険
料

率
は
、
標
準
で
あ
る
第
５
段
階
の
基
準
額
１
に
対
し
、
０
・
５
で
す
が
、
更
に
公

費
を
０
・
０
５
投
入
し
て
０
・
４
５
の
保
険
料
率
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
所
し
た
場
合
は
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
補
足
給

付
と
し
て
、
食
事
料
や
部
屋
代
を
減
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、
市
町
主
体
の
高
齢
者
福
祉
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
が
適
宜
活
用
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
民
間
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
地
域
の
力
な
ど
が
絶
え
間

な
く
循
環
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
負
担
軽
減
事
業
に
つ
い
て
広
く
周
知
し
、
低

所
得
者
の
人
々
も
在
宅
ケ
ア
が
可
能
な
限
り
持
続
で
き
る
よ
う
、
構
成
市
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

畑
野
　
麻
美
子 

議
員 

■

　
　  

介
護
療
養
病
床
の
廃
止
に
つ
い
て

①�　

介
護
療
養
病
床
廃
止
に
お
け
る
医
療
を
必
要
と
す
る
要
介
護
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て

②�　

厚
生
労
働
省
が
提
示
し
た
新
し
い
施
設
、
医
療
内
包
型
と
医
療

外
付
型
に
つ
い
て

　
　  

事
務
局
長

①�　

医
療
を
必
要
と
す
る
要
介
護
１
・
２
の
人
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
坂
井
地
区
で
取
り
組
ん
で

い
る
、
在
宅
ケ
ア
の
推
進
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

に
整
備
し
て
き
た
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
、
例
え
ば
看
護
小
規
模
多
機
能

サ
ー
ビ
ス
や
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
な
ど
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
在
宅
で
療
養
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②�　

介
護
療
養
病
床
は
、
平
成
29
年
度
末
に
設
置
期
限
を
迎
え
ま
す
。
今
後
の

選
択
肢
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
長
期
療
養
を
行
う
医
療
提
供
施
設

類
型
の
「
医
療
内
包
型
」
と
、
住
居
と
医
療
機
関
を
併
設
し
医
療
を
外
か
ら

提
供
す
る
併
設
類
型
「
医
療
外
付
型
」
が
、
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

医
療
内
包
型
に
関
し
て
は
、
医
療
や
介
護
の
必
要
度
に
合
わ
せ
て
さ
ら
に

２
つ
の
モ
デ
ル
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

一
つ
は
医
療
面
で
の
必
要
度
が
高
く
、
い
つ
容
体
が
急
変
し
て
も
お
か
し

く
な
い
患
者
を
対
象
と
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
同
程
度
の
介
護
機
能

に
加
え
、
喀
痰
吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど
の
日
常
的
か
つ
継
続
的
な
医
学
管
理

を
行
え
る
形
を
想
定
し
、
24
時
間
の
看
取
り
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
医
師
が

当
直
し
オ
ン
コ
ー
ル
に
対
応
で
き
る
機
能
を
持
ち
ま
す
。

　

�　

も
う
一
つ
は
比
較
的
容
体
が
安
定
し
て
い
る
患
者
を
対
象
と
し
て
、
医
師

の
当
直
を
必
要
と
せ
ず
、
オ
ン
コ
ー
ル
に
よ
る
看
取
り
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

を
行
う
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

一
方
、
医
療
外
付
型
は
、
住
居
に
医
療
機
関
が
併
設
さ
れ
る
も
の
で
、
併

設
す
る
病
院
や
診
療
所
か
ら
の
オ
ン
コ
ー
ル
に
よ
り
看
取
り
や
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
を
行
う
体
制
で
あ
り
、
こ
の
点
が
内
包
型
と
の
相
違
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

�　

療
養
病
床
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
医
療
費
増
大
の
歯
止
め
が
期
待
で
き

る
一
方
で
、
坂
井
地
区
に
お
い
て
も
、
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
に
よ
り
行
き

場
の
な
い
高
齢
者
の
対
応
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
と
い
え
ま
す
。

　

�　

し
か
し
、
新
し
い
施
設
類
型
の
提
案
が
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
さ
れ

て
い
く
の
か
、
ま
た
、
保
険
の
給
付
方
法
も
介
護
保
険
、
医
療
保
険
の
い
ず

れ
か
ら
給
付
さ
れ
る
の
か
な
ど
、
ま
だ
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

い
ず
れ
に
せ
よ
経
過
措
置
的
な
整
備
で
は
な
く
、
今
後
も
長
く
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
対
策
が
立
案
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

�　

詳
細
な
協
議
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
広
域
連
合
と
し
て
は
、

国
の
動
向
や
情
報
に
注
意
を
払
い
、
行
き
場
の
な
い
高
齢
者
が
不
安
を
抱
え

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

第
55
回 

広
域
連
合
議
会
定
例
会

１１
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　今回２回目となる介護保険事業所への取材。「職員の皆さんが意欲を
持って働いている」ことを継続して周知したいと思います。利用者さんや
家族の人たちが満足できるように生活の自立支援に取り組んでいる姿は、
とても生き生きとしています。住みなれた地域での暮らしを支える大きな
力になっています。
　「ありがとう」シンプルだけれども言われて嬉しい言葉。介護サービス
を利用している人や支える職員の人たちへの双方の感謝の言葉。感謝の気
持ちの輪が広がって、お互いによい相乗効果をもたらしているように思え
ます。
　さて、例年より早くインフルエンザや風邪が流行しています。手洗いや
うがいなどで予防し、心も体も元気な新年をお迎えください。� （Ｍａ）

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆

◆
要
介
護
認
定
者
数
の
状
況
◆

　

平
成
27
年
４
月
の
改
正
介
護
保
険
法
に
よ
り
、要
支
援
者
へ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
で
あ
る「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」と「
介
護
予
防
通
所

介
護
」が
、全
国
一
律
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、各
自
治
体
で
行

う
地
域
支
援
事
業
へ
移
行
さ
れ
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業（
新
し
い
総
合
事
業
）」と
し
て
平
成
29
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
総
合
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

28
年
10
月
26
日（
水
）に
坂

井
市
坂
井
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
い
ね
す
に
て
、制
度
の

概
要
や
事
業
者
の
指
定
基

準
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
訪
問
介
護
事

業
者
や
通
所
介
護
事
業
者

の
人
は
、メ
モ
を
取
り
な
が

ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

★
広
域
連
合
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
★

認定者
5,892人

要支援１
11.3%

要介護５
10.8%

要支援２
9.2%

要介護１
25.8%

要介護２
14.8%

要介護３
11.6%

要介護４
16.5%

8
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第６期　　　　	 12月26日（月）

第７期　平成29年	 1月25日（水）

第８期　　　　	 2月27日（月）

※納期限までに納めましょう。

介護保険料の納期限は

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業（
新
し
い
総
合
事
業
）説
明
会

【人】
（　）内は前年同月比　

あわら市 坂井市 計

要支援１ 162
（+21）

504
（+43）

666
（+64）

要支援２ 143
（-22）

397
（+4）

540
（-18）

要介護１ 407
（+22）

1,116
（+17）

1,523
（+39）

要介護２ 229
（-33）

642
（-22）

871
（-55）

要介護３ 192
（+17）

490
（-21）

682
（-4）

要介護４ 258
（+5）

717
（-5）

975
（±0）

要介護５ 179
（-20）

456
（+1）

635
（-19）

計 1,570
（-10）

4,322
（+17）

5,892
（+7）

(平成28年10月末現在)


